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■各種調査の実施概要 
涌谷町地域公共交通計画の策定に向けて、涌谷町の公共交通に関する課題や利用ニーズ、関

係団体による取組み状況等を把握し、必要となる施策等を検討する基礎資料とするため、下記

の（ １） ～（ ６） の調査を実施した。  

調査の実施概要 

（ １） 住民アンケート調査 

目的 「 涌谷町民の公共交通の利用状況や改善要望」 を把握するため実施 

期間 令和6年9月1日（ 日） ～令和6年9月27日（ 金）  

対象 涌谷町民（ 18歳以上） からの無作為抽出による1, 500名 

調査方法 
・ 郵送による配布・ 回収（ 二次元コードを用いたWEB回答も可能とした。）  
・ HPや広報誌にて周知を図り、WEBアンケートによる調査も実施 

回収数 郵送： 602票（ 回収率： 40％）  WEB： 105票 

（ ２） 涌谷町町民バス乗降調査 

目的 「 町民バスの利用状況や利用者の生の声」 を把握するため実施 

調査日 令和6年9月27日（ 金） 、令和6年10月1日（ 火）  

対象 
涌谷町町民バス全路線（ 6路線、8系統） の上り1便 
（ 通学の時間帯を避けた日中便を選定）  

調査方法 
・ バス停毎の乗降客数のカウント  
・ 利用者を対象としたアンケート調査の実施 

乗車人数 99名（ 9/27： 51名、10/1： 48名）  

（ ３） 高校生アンケート調査 

目的 「 通学における公共交通の利用状況や改善要望」 を把握するため実施 

期間 令和6年9月13日（ 金） ～令和6年10月1日（ 火）  

対象 涌谷高校の学生（ 全学年）  

調査方法 WEBアンケートにより実施 

（ ４） 中学生アンケート調査 

目的 
日常の公共交通の利用状況に加え、 
「 将来的な通学等に関する公共交通の利用ニーズ」 を把握するため実施 

期間 令和6年9月30日（ 月） ～令和6年10月11日（ 金）  

対象 涌谷中学校の3年生 

調査方法 WEBアンケートにより実施（ 学校経由で案内チラシを配布）  

（ ５） 高齢者の外出状況調査 

目的 「 高齢者の外出状況や移動に関するニーズ」 を把握するため実施 

調査日 令和6年9月20日（ 金）  

対象 さく ら会の参加者（ 町内に在住する70歳以上のひとり暮らし高齢者）  

調査方法 ワークショップ形式にて実施 

（ ６） 事業者ヒアリング 

目的 
交通事業者と公共交通における主要な目的地となりうる病院、商業施設等に対し 
「 事業者から見た移動に関する現状や公共交通に関する課題」 を把握するため実施 

期間 令和6年9月27日（ 金） ～令和6年10月11日（ 金）  

調査方法 
各事業者へ電話による調査依頼と連絡の聞き取りを行い、 
メールまたはFAXにて調査票を送付。 
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項目 涌谷町における現状 涌谷町におけるニーズ（ 調査結果）  問題 

人口 

・少子高齢化が進行し続けている一方、全体の人口は減

少しております。 

・高齢者のみの世帯が占める割合が増加傾向にありま

す。 

－ 

移動特性 

【施設の集積状況】 

・町の中心部となる涌谷駅周辺に都市機能施設を初めと

する多くの施設が集積しています。 

・山間部より北側は、公民館、小学校等の地域住民が利

用する施設が点在しています。 

【運転免許の保有状況】 

・運転免許を保有する割合は宮城県内でも高い水準です

が、全体の人口は減少しており、運転免許保有者は減

少傾向にあります。 

【地域住民の移動特性】 

・町の中心部への移動が多い中、石巻市や大崎市等の隣

接する市町村への移動もみられます。 

・移動時の交通手段は送迎も含めた「自動車」がほとん

どであり、公共交通を選択する人が少ない状況にあり

ます。 

【運転免許の保有状況】 

・高齢者の運転免許返納者も少なく、「現状は自分で運転

しているが、免許返納後の交通手段に困っている」と

いった声も見られます。 

鉄道 

・乗車人数はコロナ禍以降も大きく落ち込むことはな

く、地域住民にとって生活交通の役割を担っていま

す。 

・石巻線・気仙沼線ともに1日に10本程度と運行本数

が限られています。 

・利用したい時間に運行していない、乗り継ぎに時間が

かかるなどの理由から、鉄道を利用しない人が多くな

っています。 

・利用の多くは、通院や通勤通学のための利用となって

います。 

町民バス 

・町民バスの利用者数は、全体的に減少傾向にあります。 

・平均乗車人数が1人を下回る路線もあり、再編や見直

しが求められます。 

・バスの圏域を300ｍとした場合、人口のカバー率は

75％ほどで、残りの範囲の移動手段の確保が求められ

ます。 

・利用したい時間に運行していない、自動車を利用する

ためバスを利用しないなどの理由から、町民バスを利

用しない人が多くなっています。 

・町民バスの利用者からは運行している時間帯の見直し

や、ベンチなどが設置されているバス停が少ないこと

から待合環境の改善を求める声が多くなっています。 

・町民バスの利用に係らず、路線や時刻等に関する情報

が分かりづらいといった声も多くあります。 

・利用の多くは、通院や買い物のための利用となってい

ます。 

財政状況 
・近年では、地域の公共交通の維持に向け財政負担額は

増加傾向にあります。 

・町民からは財政負担を維持したまま、公共交通の運行

サービス向上を求める声が多くあります。 

関係機関 

【現在実施している取組み】 

・スクールバスの運行 

・「町民バスに乗ろう！プロジェクト（地域のボランテ

ィアの協力により「マイ時刻表」の作成等）」（社会福

祉協議会・福祉課） 

・移動支援実証実験（社会福祉協議会・福祉課） 

・福祉タクシー事業（涌谷自動車学校） ※R7実施予定 

【関係機関からみた問題点】 

・運転士不足や車両の確保を懸念している声が多くみら

れます。 

・狭隘道路の整備や冬期の除雪等による道路環境の維持

管理を求める声が見られます。 

・学生や保護者からスクールバスの運行ルートの見直し

を求める声が見られます。 

・地域住民への公共交通サービスの周知が必要といった

声が多くみられます。 

地域住民の生活行動に応じた
運行サービスの見直し 課題１

地域住民及び関係機関との 
連携体制の構築 課題2

公共交通サービスの利便性向上 
及び情報案内の強化課題3

持続可能な公共交通の維持 課題4
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■町の現状や各種調査結果を踏まえた課題の整理結果



住民説明会による意見の抽出結果

【 町民バス】

【 鉄道】

【 その他】

【 町民バス】

【 鉄道】

【 その他】

西地区 箟岳地区 

＜開催概要＞ 

・ 実施期間： 令和6年12月10日（ 火） ～令和6年12月16日（ 月）  

・ 西地区、東地区、箟岳地区の地域住民及び町内全域の公共交通利用者を対象に4回実施 

【 町民バス】

【 その他】

東地区 

◎多く挙げられた意見・ 要望 

『 町民バス』： 隣接市町との広域間での運行、休日便の運行 『 鉄道』： 駅周辺の再整備、パークアンドライドの導入 

『 タクシー』： 町外でも利用できるタクシー券の導入 『 その他』： 仙台市への移動環境の改善、通院時の移動手段の確保 など 

公共交通利用者（全地区） 

【 町民バス】

【 タクシー】

【 その他】

＜運行サービス＞ 

・ 町外への移動には、鹿島台駅や小牛田駅を利用

する人が多いと感じる。町を跨いだ広域でのバ

スの運行は出来ないのか。 

・ 二の袋線の運行本数を増やしてほしい。（ 特に

10時台と帰りに利用できる時間帯）  

・ バス利用者が少ない区間の廃止や公共交通空白

地域の改善などにより、住民にとって最適な公

共交通サービスにして欲しい。 

・ 町民バスをデマンド化出来ないか。 

・ 現在バスは平日のみ運行しているが、土曜日に

1本でも運行出来ないか。 

・ 現在のバス停ごとの利便性を検証しないと、効

率の良いバスの運行が難しいのではないか。 

＜利用環境＞ 

・ バスのステップが高く 、乗り降りが大変であ

る。リフト付きのバス車両が導入されると良

い。 

・ ベンチがないバス停にベンチを設置してほし

い。 

＜利用サービス＞ 

・ 町外でも利用可能なタクシー券の導入を検討し

てほしい。 

＜通院利用＞ 

・ 大崎市民病院などの町外へ通院する際の移動手

段として、電車とシャトルバスの乗り継ぎでは

ダイヤが合わず時間がかかる。一方、タクシー

では料金の負担が大きい。町外への通院に適し

た公共交通サービスを検討して欲しい。 

＜運行サービス＞ 

・ JR石巻線で運行していない時間帯をバスの運行

で補えると良い。 

・ 観光面も考慮して休日便の運行を検討してほし

い。 

・ 町の中心部でも自由に乗り降りできるようにし

てほしい。 

＜利用環境＞ 

・ 町のキャラクターデザインなどでバスのカラー

リングを明るく してほしい。 

・ バス車両は小さくて良い。 

＜広域移動＞ 

・ 宮城県の主要都市である仙台市や石巻市への通

いやすさを改善すべき。 

＜交通空白地＞

・ 東地区にはバス停が少なく 、バス停まで 1 キロ

半かかる場合もある。町の中心部だけでなく 、

山間部への移動手段を充実させてほしい。 

＜巡回バス＞

・ 町の中心市街地を 1時間に1本程度巡回するコ

ミュニティバスの導入を検討してほしい。 

＜財政負担＞ 

・ バスに限らず、財政負担を増やしても公共交通

サービスを充実させてほしい。 

＜運行サービス＞ 

・ 涌谷高校へ通う高校生だけでなく 、涌谷駅や小

牛田駅を利用して町外へ通学する高校生のニー

ズにも対応すべきである。 

＜利用環境＞ 

・ 免許返納者への町民バス無料券の配布などのサ

ービスが周知できていない。 

＜利用環境＞ 

・ 鹿島台駅で実施しているパークアンドライドを

涌谷町で取り入れてはどうか。 

＜公共交通全般＞

・ 免許返納後も移動手段に困らないよう、公共交

通サービスが充実していると良い。 

＜広域移動＞ 

・ 仙台市へ公共交通で移動する場合、終電の時間

が早く不便である。常に送迎を頼める状況とは

限らないため、広域移動の公共交通サービスを

充実させ、まちの魅力向上を図ってほしい。 

＜通院利用＞

・ 休日の緊急時に病院へ移動しやすい公共交通を

検討すべきではないか。 

＜団体利用＞

・ 学校のイベント等による町民バスの貸切には回

数の制限がある。団体利用に柔軟に対応できる

バスがあると良い。  

＜巡回バス＞

・ 周遊バスを導入し、イベントの企画等により、

町おこしができると良い。 

＜スクールバス＞

・ スクールバスの利用が少ないと感じる。町民バ

スを上手く併用して効率よく運行してほしい。 

＜計画策定関連＞

・ 住民アンケート等の多数派の回答だけでなく 、

少数派の回答にも着目すべきである。 

・ 計画の策定においては、何を目指すか、町の方

向性を明確にするべきである。 

＜利用環境＞ 

・ 歩道が狭く 、ベンチの設置場所が確保できない

バス停がみられる。 

・ 涌谷駅前のバス停の場所が町外から来た人には

分かりづらい。（ 現在は動物病院前に設置）  

・ 休日便の運行を検討してほしい。 

・ 行きの乗車の時点で、帰りに利用できるバスの

運行情報が分かると良い。 

・ 高齢者向けに Googl e Map 等の電子媒体を使わ

ず、分かりやすい時刻表と路線マップを作れな

いか。 

・ 乗車人数に応じて小型車両を導入するなど、移

動ニーズに合わせた車両の最適化を図るべきで

ある。 

＜広域移動＞ 

・ 隣接市町やJRとの連携を積極的に図るべき。

＜通院利用＞ 

・ 大崎市民病院へ通う電車やバスの乗り継ぎが大

変だと聞く 。町外の病院への交通アクセスを改

善できないか。 

＜観光交通＞ 

・ 休日に JRの時刻に合わせた観光バスがあった

方が良い。 

＜スクールバス＞

・ スクールバスは減便せず継続して欲しい。 

・ スピードを出している送迎車が見られ危険なの

で、徒歩圏内でない場合、スクールバスで通学

するようにしてほしい。 

＜デマンド交通＞ 

・ 乗り合いタクシーの導入を検討した方が良いと

思う。 

＜利用環境＞ 

・ 涌谷駅周辺に何もない。涌谷駅を中心とした再

整備を検討してはどうか。 

・ 電車で来た観光客に対応した公共交通の移動手

段が少ない。 
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■課題を踏まえた公共交通に関する取り組み方針・施策（案）
 資料３ 
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■指標の設定方針（案）



-3-

■将来の公共交通ネットワークイメージ



1 

■目標達成のための施策 

１．施策の体系 

目標達成のために実施するべき施策を以下のように整理します。 

地域住民に寄り添う公共交通の運行サービスの最適化取組方針１ 

誰にとっても利用しやすくわかりやすい公共交通の利用環境の整備取組方針２ 

地域一体の協働による公共交通の利用促進取組方針３ 

施策１ 利用実態・移動ニーズに応じた町民バスの最適化 

路線の再編、定期券の導入、車両の見直し等の検討

施策２ 鉄道との乗り継ぎ利用を踏まえた町民バスのダイヤ見直し 

鉄道のダイヤに合わせた利用しやすいバスダイヤの検討

施策３ 関係機関との連携による移動手段の確保 

スクールバスや福祉輸送サービスとの連携検討

施策４ 公共交通空白地域の解消に向けた新たな移動サービスの導入検討 

デマンド交通や公共ライドシェア等の導入検討 

施策５ 地域公共交通の維持に向けた継続的な運行支援 

運行支援によるサービス水準の維持、運転士の確保

施策６ 拠点やバス停における待合環境の整備促進 

ベンチの設置等による待合環境の整備検討

施策７ 鉄道との乗り継ぎ利便性向上策の検討・実施 

鉄道駅におけるパーク＆ライドの検討、交通結節点としての整備検討

施策８ 町内の主要施設との連携 

町内の商業施設等の主要施設と連携した利用促進策の検討

施策９ わかりやすい運行情報の提供 

GTFSの整備、わかりやすい時刻表等の表示の検討

施策10 モビリティ・マネジメントの推進 

高齢者や学生等を対象とする乗り方教室や講座の実施

施策11 関係機関の実施する事業との連携・協力 

関係機関の実施する移動支援、利用促進の取組との連携

施策12 町民バスへの車両ラッピングの実施 

バスへの愛着が生まれる車両とするためのラッピング実施

重点施策

重点施策

重点施策

重点施策

 資料４ 
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２．施策・事業内容 

前項で整理した施策について、実施内容及び実施主体、スケジュールを示します。 

施策１ 利用実態・ニーズに応じた町民バスの最適化 

施策の内容

①-1 利用実態・ニーズに応じた町民バスのダイヤ・路線の再編 

利用実態やニーズに応じて、休日便や隣接市町との広域間での運行を含め、ダイヤや

ルート等の運行内容の見直しを行います。 

見直しに当たっては、目的地に関係する機関へのヒアリング調査を詳細に実施し、既

往資料等から利用実態とニーズを把握した上で、利用しやすく今後も持続可能な、町

民バスの最適化を目指します。 

①-2 定期券の発行 

町民バスを利用して町内外の高校に通学する高校生や日常の移動利用を行う利用者に

向けて、バス定期券の発行を実施します。その際、利便性向上のため、デジタル定期

券の導入を検討します。

①-3バスのダウンサイジングの検討

町民バスは現在29人乗りのマイクロバスの車両で町内全域を運行しています。今後

は、より効率的な運行を目指し、地域の実情や路線の再編に合わせ、乗り降りがしや

すい小型車両等の導入を検討します。

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

①-1 バス事業者、町      

①-2 バス事業者、町      

①-3 バス事業者、町      

検討 実施（必要に応じて見直し検討） 

地域住民に寄り添う 公共交通の運行サービスの最適化 取組方針１ 

検討 実施 

検討 実施（必要に応じて見直し検討） 
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施策２ 鉄道との乗り継ぎ利用を踏まえた町民バスのダイヤ見直し検討 

施策３ 関係機関との連携による移動手段の確保 

施策の内容

②-1 鉄道との乗り継ぎを考慮した町民バスのダイヤの再編 

町外への移動手段となっている鉄道との乗り継ぎ利便性を向上させるため、鉄道ダイ

ヤに合わせたバスダイヤの再編を行います。

その際、バスと鉄道の接続時間や通学時間帯の運行を考慮してダイヤの見直しを実施

します。

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

②-1 バス事業者、町      

施策の内容

③-1 スクールバスの混乗化の検討 

小学生・中学生の通学に利用されているスクールバスについて、子どもたちの登下校

に支障のない範囲で、空席や登下校以外の時間帯を活用した地域住民の混乗・車両の

共用等を検討します。

③-2 福祉タクシーを活用した取組みの検討 

町内の関係機関による福祉タクシー事業と連携し、高齢者や障害者等の移動に困難が

ある方々の足の確保に努めます。 

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

③-1 バス事業者、町      

③-2 
涌谷自動車学校、 

社会福祉協議会、町 

検討 実施（必要に応じて見直し検討） 

検討 実施 

実施・継続検討 
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施策４ 公共交通空白地域の解消に向けた新たな移動サービスの導入検討 

施策５ 公共交通の維持に向けた継続的な運行支援 

施策の内容

⑤-1 継続的な運行支援による公共交通サービスの維持 

バスの運行を継続し、町内の公共交通の維持を図るため、運行事業者に対し、国の地

域公共交通確保維持改善事業を活用しながら町からの運行支援を行います。 

⑤-2 運転手の確保に向けた施策の実施 

バスやタクシーの運行を担う運転手を継続的に確保するための支援策を実施します。 

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

⑤-1 町 

⑤-2 
バス事業者、 

タクシー事業者、町 

継続して実施 

施策の内容

④-1 タクシー助成事業またはデマンドタクシーの導入検討 

バス停が近くにない等、バスの空白地帯になっている地域について、事業者と連携し

たタクシーチケットによる運賃助成や、予約に応じて運行し、他の乗客と乗り合って

利用するデマンドタクシーの導入を検討します。

④-2 公共ライドシェアの運行 

バスやタクシー等による移動手段の確保が難しい地域（交通空白地帯）の解消に向け

て、町や地域協働体等が自家用車（白ナンバー）を活用して地域住民や観光客の輸送

を行う「公共ライドシェア」の導入を検討します。 

その際、定時定路線の運行や区域のみを定める運行等、地域の実情に合わせて運行ス

タイルを設定します。 

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

④-1 タクシー事業者、町      

④-2 
地域協働体、 

社会福祉協議会、町等 

検討 実施 実証実験 

検討・実施 

検討・実施 
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施策６ 拠点やバス停における待合環境の整備促進 

施策の内容

⑥-1主要バス停の待合環境の改善

主要施設に位置するバス停について、ベンチ等の整備・修繕を実施し、待合環境の向

上を図ります。 

バス停へのベンチの設置に関しては、町で実施している「おらほのベンチ」事業※の

活用も含めて検討します。 

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

⑥-1 
地域住民、 

社会福祉協議会、町 

※「おらほのベンチ」事業

･･･町を快適に安心して歩くことのできる環境を整備するとともに、地域住民の交流やコミュニティづ

くりのきっかけにつながることを目指し、地域の集会所やバス停前にベンチの設置を行う事業。

誰にとっても利用しやすくわかりやすい 公共交通の利用環境取組方針２ 

継続して実施 
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施策７ 鉄道との乗り継ぎ利便性向上策の検討 

施策の内容

⑦-1 パークアンドライド、キスアンドライドの推進 

主に通勤や通学に利用されている涌谷駅へのアクセスに対する利便性を高めるため、

駐車場や送迎車両が一時的に待機する乗降場等の整備を実施します。

⑦-2 交通結節点としての整備 

本町の公共交通の玄関口となっている涌谷駅においては、バスやタクシー、自動車、

自転車といった他の交通との結節点として、乗り継ぎ利便性の向上や待合環境の改善

に向けた整備を実施します。 

⑦-3 乗り継ぎ案内に関する広報資料の作成

鉄道とバスの乗り継ぎについて、行先ごとに乗り継ぎ時間を示した分かりやすい広報

資料を作成し、利用者への情報提供を行います。

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

⑦-1 鉄道事業者、町      

⑦-2 鉄道事業者、町      

⑦-3 町 

検討・協議・実施 

検討・協議・実施 

検討・実施 
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施策８ 町内の主要施設との連携 

施策の内容

⑧-1 施設との連携による待合環境の整備 

バス停周辺の公共施設や商業施設等と連携し、施設内への待合スペースや時刻表の設

置等による待合環境の整備を実施します。 

⑧-2 商業施設等と連携した取り組みの実施検討 

買い物客や観光客の利用促進を図るため、町内の商業施設や観光施設等と連携し、公

共交通を利用して施設を訪れた際の特典や割引等を実施する企画を検討します。 

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

⑧-1 施設管理者、町      

⑧-2 施設管理者、町      

検討・協議・実施 

検討・協議・実施 
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施策９ わかりやすい運行情報の提供 

施策の内容

⑨-1 バス停時刻表の整備・更新 

バスダイヤの再編に合わせ、各バス停の時刻表の更新を行います。その際、行先や時

刻が分かりやすくなるよう表示の調整を実施します。 

⑨-2 バスの行先表示の改善

バス車両の掲示について、行先や経由地等の運行ルートが分かりやすくなるよう改善

を行います。

⑨-3 GTFSデータの整備による運行情報のデジタル化 

バスの運行情報をインターネット上でも容易に検索できるようにするため、GTFS（標

準的なバス情報フォーマット）を活用した運行ルートや時刻表のオープンデータ化を

実施します。 

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

⑨-1 バス事業者、町      

⑨-2 バス事業者、町      

⑨-3 バス事業者、町      

検討 実施 

検討 実施 

検討 実施 
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施策10 モビリティ・マネジメントの推進 

施策11 関係機関の実施する事業との連携・協力 

施策の内容

⑪-1 既存事業の継続的な実施及び新規事業の検討

社会福祉協議会で実施している「マイ時刻表」の作成事業や、庁内の関係課で実施し

ている運行ルートとなる道路の維持管理を今後も継続して実施します。

既存の事業に加え、まちづくりに関連する多様な分野と公共交通が連携した新たな取

組を検討・実施します。

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

⑪-1 社会福祉協議会、町等      継続実施・新規事業の検討

施策の内容

⑩-1 高齢者や学生等を対象とする乗り方教室や講座の実施 

バスをはじめとする公共交通を身近に感じ、自ら利用しようと思う地域住民を増やす

働きかけとして、モビリティ・マネジメント※の取組を実施します。

具体的には、実際の車両を使ったバスの乗り方教室や、公共交通やクルマを含めた交

通手段を社会や環境の観点から考える講座等を実施します。

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

⑩-1 

地域住民、 

社会福祉協議会、 

教育委員会、町 

※モビリティ・マネジメント

･･･日常生活における移動を「過度に自動車に頼る状態」から、「公共交通や徒歩などを含めた多様な交

通手段を適度に（＝かしこく）利用する状態」へと自発的な転換を促し、「ひとり一人の行動や意識

の問題をはっきりと考えながら、交通政策を展開していこう」とする一連の取り組み。 

検討 実施 

地域一体の協働による 公共交通の利用促進 取組方針３ 
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施策12 町民バスへの車両ラッピングの実施 

施策の内容

⑫-1 バスへの愛着が生まれる車両とするためのラッピング実施

地域住民や来訪者に公共交通の存在をPRし、バスへの興味を持ってもらう機会を増

やすため、車両へのラッピングを実施します。ラッピングのデザインは、バスへの愛

着が生まれるようなものとすることを念頭に置いて検討します。

実施主体・スケジュール

取組 実施主体 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 

⑫-1 バス事業者、町      検討・実施


